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Ⅰ 平成２６年度「スーパー食育スクール事業」の取組概要

１．岡山県事業概要

（１） 実践校

＜倉敷市＞

学校名 校長名 児童数

倉敷市立西阿知小学校 藤原 澄男 ８９９人

（２） 事業の実施体制

スーパー食育スクール事業推進委員会

（岡山県教育委員会）

実践校推進委員会

（倉敷市教育委員会）

実践校 保健所

（倉敷市立西阿知小学校）

ＰＴＡ 栄養改善協議会

教育研究会給食部会 地域生産者

(３) 倉敷市立西阿知小学校の取組概要

ア 食育支援システム（くらしき市版ヘルスジャッジ）の活用

・児童が自分の食事内容をインターネット上で、入力して食事診断が行えるソフトを活用

し、食事の状況を改善するとともに、家庭への啓発

イ 「元気もりもり体すくすく大作戦」（全学年）を年６回実施

※生活ふり返りカードによる児童の実態把握

（項目：起床・就寝、朝ごはん、排便、給食残量、外遊び、テレビゲーム等）

ウ 食に関する指導の授業実践（全学年）

・大学の専門家の助言を得ながら、指導法等について研究し、食育の有用性を検討

(４) 取組の具体的内容

＜岡山県教育委員会＞

内 ○基本データの収集

事業実践前後のアンケート調査の実施（年間２回）

容 ○骨密度・体脂肪測定実施（年間２回）

○「元気もりもり体すくすく大作戦」生活ふり返りカードのデータの収集（年間６回）

・ ○アンケート調査から問題点を絞り、効果的な指導ができる方策の推進

校内研修会参加（年４回）

実 ○食育推進のために専門家との連携調整

校内研修会に講師依頼

施 「学校における食育の推進について」

大阪市立大学生活科学部食品栄養学科 教授 春木敏 先生

２．推進委員会

（１） 設置の趣旨

文部科学省からの委託を受け、「スーパー食育スクール事業」について実践校を指定し、実践校の

課題等を把握し事業内容、実施方法について協議と指導を行うため、「推進委員会」を設置するもの

である。
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（２） 委員の構成

「推進委員会」は、学識経験者、教育委員会、実践校の校長、栄養教諭、外部専門家、県関係部局

担当者等で構成するものとする。

【推進委員会名簿】

氏 名 所 属 職 名

１ 春木 敏 大阪市立大学大学院 教 授

２ 川上 貴代 岡山県立大学 教 授

３ 久保田 恵 岡山県立大学 准 教 授

４ 藤原 澄男 倉敷市立西阿知小学校 校 長

５ 冨谷 圭子 倉敷市立西阿知小学校 栄養教諭

６ 小松原 道広 倉敷市教育委員会 課長補佐

岡山県農林水産部農政企画課

７ 松本 旭 対外戦略推進室 主 幹

８ 永易 あゆ子 岡山県保健福祉部健康推進課 技 師

９ 片山 晃一 岡山県教育庁生涯学習課 社会教育主事（主任）

10 福本 和宏 岡山県教育庁保健体育課 課 長

11 小川 泰永 〃(事務局) 副 課 長

12 岩井 博行 〃(事務局) 総括参事

13 中桐 規代 〃（事務局） 指導主事（主任）

（３）開催時期及び会議内容

＜開催時期＞

・実践校の課題等を把握し事業内容、実施方法について協議と指導を行うための会議を年２回

開催する。

（第１回 ７月実施）

○事業進行状況の説明

○委員相互の実践校への支援事項の確認等

（第２回 ２月実施）

○データの解析と報告書のまとめ

＜協議内容＞

・実践校及び関係機関・団体との連携・協力について協議し、円滑な事業実施となるよう支

援する。

・実践校における食生活や食習慣等に関する児童生徒の実態をアンケート調査を計画及び実施

し、本事業の成果について検証する。
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